
「山口トップランナープロジェクト（YTP）」の活動を見学しました 

 

2025 年 12 月 7 日（日）に、山口市市民活動支援センターさぽらんてで開催された山口ト

ップランナープロジェクト（YTP）主催の「第５期生による成果報告会」を見学しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口トップランナープロジェクトは、地域の課題を自分たちのこととして捉え、気づき、

行動できる次世代の人材を「トップランナー」と定義し、発掘・育成を行うことを目的とし

2022 年に結成され、「山口市在住の高校生を対象とした地域課題を解決するための実践プロ

ジェクト」を実施・運営されています。 

今年度は、４チーム 15 名の高校生が参加、それぞれの

チームにメンターとして大学生が３～４名入り、社会課

題を発掘し、仮説を立て、検証、体験活動を進められた

そうです。そして、大学の先生や YTP のメンバーが全体

の伴走者として、参加しておられました。 

見学当日の成果報告会では、まず初めに、YTP の柿沼

代表から「参加された高校生の皆さんは、部活などの忙

しい時間を過ごしている放課後や休日に、全 10 回の活

動に参加してくれました。まずは、そのポジティブな姿

勢にリスペクトしています。今回の発表は、結果の良し

あしは問題ではなく、それを踏まえて次に何の行動をす

るかがもっともっと重要だと思っています。現時点の自

分たちの取り組みの成果を思う存分発表してください」 



と挨拶がありました。続いて、6 月から当プログラムの伴走者として寄り添われた昭和女子

大学現代教育研究所の特別招聘研究員である青木先生から「活動する中で、不安や不満など

あったと思います。この取り組みは、地域のネガティブをどのようにポジティブなものに変

えるかに取り組むプロジェクト。高校生がメインとなって活動しますが、メンターである大

学生と繋がって、一緒に取り組みました。地域のいろいろな人たちと出会い、まずは地域の

課題を知ること、そして解決策を考え、創造するといったプロセスで進めてきました。彼ら

彼女たちが行った、その冒険の旅をお聴きください。楽しかったこと、学んだこと、つらか

ったこと、、、さあ、物語の始まりです！」と聴衆に呼びかけられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ各チームによる発表です。テーマも地域に根差したもので、課題解決方法のアイ

デアも「かるた」を制作し遊びながら理解を深めてもらうものや、映像を制作して上映する

もの、イベント型や研究発表型など、いろいろなアイデアを出して取り組んだ内容が発表さ

れました。発表手法もそれぞれ趣向を凝らし、大変興味深くわかりやすい内容でした。発表

後、会場から寄せられた質問に対しても、堂々と回答しておられ、自分でしっかり考え取り

組まれた証と、大変頼もしく思いました。 

発表の振り返りを行った後、修了書が柿沼代表から一人ずつに授与されました。皆さん、

達成感を感じておられるようで、笑顔が印象的でした。 

発表された 4 団体の内、3 団体が 2 月 1 日（日）に開催される山口県主催のステップアッ

プイベント「やまぐち探究サミット」に出場されるとのことで、早速、当日までにどこまで

活動を進めておくかなどの意見交換を始めておられました。 

当活動は、参加された高校生の皆さんとメンターとして参加された大学生の皆さん、それ

ぞれの立場で、ともに切磋琢磨して成長できる素晴らしいプログラムであると実感しまし

た（参加者コメント以下参照）。 

今回の成果が、地域や大人の考え方を変える原動力になることを願っています。 

 

 

 

 



 

 

 

<高校生> 

・自分たちのような高校生が考えた企画でも、地域を盛り上げられることがわかった。 

・公園を観察すると、多くの子どもたちが遊んでいることがわかり、どんなことを企画すると多くの子どもたち

に参加いただけるかを考えるきっかけができた。子どもが参加してくれると、保護者（大人）にも伝わ

ることがわかった。周囲で何が起こっているか観察することは大事。 

・押しつけではなく、楽しみながら知ってもらうことは有益な手法だとわかった。 

・大学生のみんながリードしてくれて、話もしやすかったしとても助かった。 

 

<大学生> 

・県外から就学のために山口県に来た。この活動を通して、山口県の人たちと繋がりができたし、地域

のことを深く知るきっかけになってよかった。 

・学校の先生を目指しているので、高校生とのふれあいは、自分のキャリア形成にもとても役立つ。 

・どこまで高校生をリードすればよいか、どのあたりまで待てばよいか、そのせめぎわが難しいと思った。チー

ムビルディングの難しさがわかり学びに繋がった。 

・高校生の時にこのプログラムに参加し、メンターだった大学生にとてもよくしてもらった。今度は、自分が

お返しをしたいと思い参加した。大学で学んでいる専門性も役立てることができて良かった。 

 

（本郷） 

 

◇◇◇参加者の感想◇◇◇ 


